


































































































































































































































 
 
 

 

 
 
  
 

   
 

    
 

 
 

 

  

  

  

   

   

  

  

 

   
 

 
 

 

 
 

 

                                                   
  
 

 

「国立近現代建築資料館において採用するべき情報システムの比較検討業務」

有識者会議配布資料 
20180228-02 

AtoM（Access to Memory）について

入澤寿美

（業務責任者、学習院大学計算機センター教授） 

1. AtoMの構成

（右図：Artefactual Systems Inc. “What is AtoM?” Technical overview.)1 

AtoMは、アーカイブズに関連する多様な記述情報と、
デジタル・オブジェクトへのアクセスを提供すること

を目的とした、 Webベース、フリー、オープンソース
のアプリケーションである。

主なミドルウェアは以下の通り 2。 

• OS：Ubuntu（推奨） 

• Symfony（開発環境、ＰＨＰ） 

• Nginx/Apache（Webサーバ） 

• Elasticsearch （検索エンジン） 

• MySQL （DBサーバ） 

• Memcached（キャッシュサーバ） 

• Gearman job server（ジョブサーバ） 

2. AtoM開発の経緯 

2003年：国際アーカイブズ評議会 (International Council on Archives：ICA)の情報技術委
員会、オープンソースのアーカイブズ資源情報システム（ Open Source Archival 
Resource Information System: OSARIS）の機能要件についての報告書を公表。 

2005年： ICAの人権特別委員会（ Human Rights Task Force）が UNESCOからの得た助
成 4万 5千ユーロで、ソフトウェア開発に着手。 

2006年半ば：プロトタイプを ICAに提示。 

2006年 9月：プロトタイプの更新版を UNESCOに提示。世界銀行グループ・アーカイブ
ズ等から追加助成を受けて開発継続。 

1 https://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/user-manual/overview/intro/ 

h
2

ttps://www.accesstomemory.org/en/docs/2.4/admin-manual/installation/requirements/#install
ation-requirements 
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「国立近現代建築資料館において採用するべき情報システムの比較検討業務」

有識者会議配布資料 
20180228-02 

2008年：クアラルンプールで開催された ICA大会でベータ版 ICA-AtoM1.0を公開・配布。
全世界 30機関での公式検証実施。
＊この間にベータ版を数回リリース。 ICA による技術監査、カナダ国立図書館・
公文書館（ Library and Archives Canada）でのスケーラビリティ検証、バンクー
バーおよびトロントでのユーザビリティ検証実施。 

2010年 11月：最初の製品版 ICA-AtoM1.1をリリース。 

2013年 10月：名称から「ICA」を除いた「 AtoM」（開発継続はカナダの Artefactual Systems, 
Inc.が担当）となり、新バージョン 2.0.0がリリースされる。その後も年 2回ほど
のペースで改善・更新を継続。 

2018年 2月 14日現在の最新版は 2.4.0（2017年 9月 5日リリース） 3。

参考：AtoM採用サイト： https://wiki.accesstomemory.org/Community/Users 

3. AtoMの基本的な機能 

1）アーカイブズに関連する様々な記述情報を、複数の国際標準に準拠した形で入力・編
集・検索・閲覧できる。 

2）アーカイブズ資料／典拠レコード／機能／統制語彙等の関連性や階層的構造などを表
現できる。 

3）複数機関の記述情報を共有・横断検索できる。 

4）多言語対応である。 

5）多様な記述項目を相互に（多くは自動的に）リンクできる。 

6）多様なオブジェクト、多様なファイル形式を扱える。 

7）多様なユーザを管理できる（管理者から一般ユーザまで）。 
8）記述情報やデジタル・オブジェクトへのアクセスの可否を細かに設定できる。 

9）受け入れから記述公開までのワークフローをサポートしている。 

10）様々なタイプの統制語彙・アクセスポイントが管理できる。 

11）様々な形式でのインポート、エクスポート、レポート出力が可能である。 

4．サーバ構成の方針 

4-1. 条件 

•	 a. サービスレベル
 

o 休業中も稼働する
 

o 99.4%稼働想定（ 363日/365日） 

•	 b. 負荷
 

o 閲覧ユーザ数 : 同時接続数が 1 request/秒 以下）
 

3 https://www.accesstomemory.org/en/download/ 
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AtoM（Access to Memory）について

「幵立近現代建築資料館において採用するべき

情報システムの比較検討業務」有識者并議 

2018年2月28日

アウトライン 

1. AtoMとは 

2.AtoM開発盹緯 

3. AtoMの機能（デモ付き） 

4.サーバ構成・ コスト試算 

1.AtoMとは 

•フリー 

•オープンソース 

•Webベース で、

アーカイブズ関俞記述

＆デジタルオブジェクトへのアクセス提供

１．AtoMとは 

• OS：UBUNTU（推奨） 

• Symfony（開発環境、PHP） 

• Nginx/Apache（Webサーバ） 

• Elasticsearch （検索エンジン） 

• MySQL （DBサーバ） 

• Memcached（キャッシュサーバ） 

• Gearman job server（ジョブサーバ）

などを組み耆わせて構成

２．AtoM開発盹緯 

2005 ICAが開発に着手 

2008 ベータ版ਁ開 

2010 製品版ICA AtoM1.1ਁ開 

2013 障称からICAがなくなり、カナダの 

Artefactual Systems, Inc.が開発継猀 

2018旧2耈14日現在の最新版： 

2.4.0（2017旧9耈5日リリース） 

https://wiki.accesstomemory.org/Community/Users 
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